
神奈川と静岡の県境をまたぐ道路
（伊豆湘南道路）に関する委員会

【日時】令和６年５月31日（金） 10：00～

【場所】クーポール会館 ２階 ２-Ａ

神奈川県 静岡県
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伊豆湘南道路の概要

 対象区間は、神奈川県西部から静岡県東部の約30kmの区間である
 箱根山の裾野であるため、急峻な山地と相模湾に挟まれている地域である

神奈川県

静岡県

道路：国道1号・国道135号
鉄道：東海道新幹線・東海道本線

道路：国道136号・国道414号
鉄道：伊豆箱根鉄道駿豆線

愛鷹山
箱根山

⚓ 熱海港

⚓ 真鶴港

⚓
沼津港

相模湾

駿河湾

凡例
県境
市町村境
道路
鉄道

標高

山地であり、道路網が希薄

道路：東名高速・新東名高速・国道246号
鉄道：御殿場線

約30km

富士山



これまでの委員会概要

 令和３年６月30日 第１回委員会

これまでの経緯（概要）

 手続きの進め方（案）

 地域の状況

 道路交通の現状と課題

 政策目標（案）の設定

 地域からの意見聴取方法（案）

 令和５年３月24日 第２回委員会

 意見聴取の結果
・大多数が伊豆湘南道路に期待
・意見等を踏まえ、政策目標（案）を一部修正

 政策目標（案）の設定
・災害に強い道路網【防災】
・安全で快適な走行環境【安全・安心】
・速達性の確保【医療、産業】
・定時性の確保【観光、産業】

 今後の検討の進め方（案）
＜ルート帯の絞り込みに向けた今後の課題＞
・広域道路ネットワークにおける位置づけの整理
・技術的な課題等への対応
・ルート帯が想定されるエリアにおける配慮すべき

事項の把握
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目次

１. 第２回委員会での意見と対応状況

２. ルート帯の絞り込み（複数案の設定）に向けた今後の課題

３． 今後の検討の進め方（案）

（１） 広域道路ネットワークにおける位置づけの整理

（２） 技術的な課題等への対応

3



目次
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開催日 令和５年３月２４日（金）

議事内容 第１回意見聴取の結果、政策目標の設定、今後の検討の進め方（案）

１．第２回委員会での意見と対応状況

委員からの意見 対応状況

「災害に強い道路網」と「安全で快適な走行環境」の両方に
安全の要素が入っているが、それぞれの意味合いの違いが
わかるようにすべき。

異常気象等に対する安全の意味合いと、交通の安全に対する
意味合いの違いを明確にするため、「安全で快適な走行環境」
に「事故が少ない」という語句を追加することで了承された。

■第２回 神奈川と静岡の県境をまたぐ道路（伊豆湘南道路）に関する委員会の概要

■政策目標の設定について

●第２回委員会提示 ●第２回委員会終了後修正資料
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１．第２回委員会での意見と対応状況

第２回委員会資料 今後の検討の進め方（案）について 20頁
■今後の検討の進め方（案）について（１/４）
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■今後の検討の進め方（案）について（２/４）

委員からの意見 対応状況 該当頁

①広域道路
ネットワーク
における位
置づけの整
理

広域道路ネットワークにおける位置
づけを整理するにあたっては、富士
山噴火時は、溶岩流だけでなく火山
灰の影響も考慮した方がよい。

また、東名や新東名などが、維持
管理工事や事故によって通行止めと
なり迂回が必要になることを視野に
入れるべき。

○今回、広域道路ネットワークの観点から見た当該地
域の現況を確認
・当該地域における自専道の整備状況及び交通状況
・令和６年２月の南岸低気圧による通行止め状況
・富士山噴火時の溶岩流や降灰リスク

○次回以降、広域道路ネットワークの観点から見た
地域の課題について、複数の切り口から整理

11～15頁

１．第２回委員会での意見と対応状況

第２回委員会資料 今後の検討の進め方（案）について 20頁 一部抜粋
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委員からの意見 対応状況 該当頁

②技術的な
課題等への
対応

伊豆湘南道路が構想される地域は、
地形が複雑であり、技術的にも難しい
事業となることが想定される。

整備手法のあり方や事業主体は大
きな問題であることから、早い段階で
議論を始めた方がよい。

○東海道本線の丹那トンネルの事例から、地形・地
質による技術的な困難性を調査

18頁

○技術的な課題等への対応については、今後、ルート帯
の絞り込み（複数案の設定）までに調査・整理長大橋やトンネルなど大規模な構造

物が想定されることから、施工時等

の安全性を確保するため、地質・地盤
リスクマネジメントをしっかりとやって
いくべき。

１．第２回委員会での意見と対応状況

■今後の検討の進め方（案）について（３/４）
第２回委員会資料 今後の検討の進め方（案）について 20頁 一部抜粋
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委員からの意見 対応状況

③ルート帯
が想定され
るエリアにお
ける配慮す
べき事項の
把握

アンケートで環境に関する意見が
あったことも踏まえ、法令に基づく環
境影響評価の対象にならない場合で
も、自主的に法令に準じたフルアセス
に近い調査を行ってほしい。その際、
「景観」も評価項目とすべき。

○ルート帯が想定されるエリアにおける配慮すべき事項の把握
については、今後、ルート帯の絞り込み（複数案の設定）までに
調査・整理

温泉の源泉は、詳細がわかってい
ないことが多い。この地域で源泉等
の調査を行うことは、他の地域の良
いモデルになると思う。

１．第２回委員会での意見と対応状況

■今後の検討の進め方（案）について（４/４）
第２回委員会資料 今後の検討の進め方（案）について 20頁 一部抜粋
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目次

１. 第２回委員会での意見と対応状況

２. ルート帯の絞り込み（複数案の設定）に向けた今後の課題

３． 今後の検討の進め方（案）

（１） 広域道路ネットワークにおける位置づけの整理

（２） 技術的な課題等への対応
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２．（１） ． １ 箱根周辺の交通道路網整備の変遷

 当該地域の鉄道網については、御殿場を通るルートで明治22年に御殿場線が整備され、その後東海道本線、東海道新幹線
が熱海側を通るルートで整備されている

 一方、高速道路網は東名・新東名ともに御殿場側を通過している

■道路・鉄道整備の変遷 （東海道本線、東海道新幹線、東名高速道路、新東名高速道路）
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車線
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西名阪：6
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東海環状：2（4）
中央道：4
東名：4

新東名：6
国道23号BP：4

16（18）
車線

中央道：4
新東名：4（6）

東名：4
国道１号BP：4

18（18）
車線

中央道：4
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東名：4

国道1号BP：4

14（18）
車線

中央道：4
新東名：4（6）

東名：4
伊豆縦貫：2（4）

10（16）
車線

中央道：4
新東名：0（6）

東名：6

22（24）
車線

中央道：4
新東名：4（6）

東名：6
小田原厚木道路：4

西湘BP：4

日
交
通
量

20.8
万台/日
名神：6.8
新名神：―

第二京阪：6.8
西名阪：7.2

18.2
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名神：8.5

京滋BP：4.8
新名神：―

名阪・西名阪：4.9

19.8
万台/日
名神：4.2

新名神：5.0
東名阪：5.5
名阪：5.1

24.2
万台/日

東海環状：0.9
名神：5.8

名二環：5.0
名高速5号：4.2

新東名：8.3

27.1
万台/日

東海環状：1.8
中央道：3.8
東名：4.5

新東名：10.1
国道23号BP：6.9

16.0
万台/日

中央道：2.6
新東名：5.2
東名：3.6

国道１号BP：4.6

16.6
万台/日

中央道：3.1
新東名：5.7
東名：3.0

国道1号BP：4.8
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中央道：4.6
新東名：―
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20.4
万台/日

中央道：5.0
新東名：1.3
東名：9.2

小田原厚木道路：2.5
西湘BP：2.4

※路線数・車線数：R4.10時点（将来）、日交通量：R3 全国道路・街路交通情勢調査

E20中央道

E1A 新東名
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E19中央道

E1 名神

E1A 新名神
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名高速5号
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大阪府

奈良県 三重県

滋賀県京都府 岐阜県

愛知県 静岡県

長野県 山梨県 東京都

神奈川県

伊勢原豊田

亀山

草津高槻

小牧

吹田

上社

四日市

大津

浜松
いなさ

三ヶ日

新清水

清水

富士山

箱根峠

相
模
川

琵
琶
湖

浜名湖

道別
凡例
新名神・新東名
名神・東名
高速自動車国道
都市高速
一般国道

 首都圏～中京圏～近畿圏の自動車専用道路は、概ね路線数が4以上、車線数が18以上が確保されているものの、箱根峠地
区に関しては、新東名完成後でも３路線、16車線となっており、交通容量が少ない

２．（１） ． ２ 全国的な幹線道路ネットワーク（東西軸）の状況
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出典：第 11 回（Ｒ３年）全国貨物純流動調査（物流センサス）の調査結果（速報）

２．（１） ． ２ 全国的な幹線道路ネットワーク（東西軸）の状況

出典：令和３年全国貨物純流動調査
※都道府県間流動量（代表輸送機関別）トラック集計から作成
※隣接する都市圏間の数字のみ記載

近畿圏 中部圏 関東圏

■全国の貨物流動

■都市圏間のトラック物流量

 関東圏と中部圏間のトラック物流量は14万t/日以上あり、この東西軸が広域物流にとって重要な大動脈となっている
 大型車両は、県境間において東名利用者が８割以上を占め、広域物流における東名への依存度が高い

14.2万

〈輸送機関別の流動量〉〈都市圏間の貨物流動〉

トラック 約86％

東北圏

（単位：t/日）

九州圏
北海道

北陸信越圏
中国圏

四国圏
4.0万

7.5万3.8万

0.8万

2.9万

12.2万

0.9万

10.9万

3.4万

4.9万 6.2万

1.6万

78%18%

34%18%

33%

7%

10%

16%12%

20% 37% 28%

41%

55%

39%

15%

33%

〈トリップ長割合〉

東名高速

国道246号

国道1号

国道135号

熱海函南線

■県境間の幹線道路の利用特性

出典：令和３年度 全国道路・街路交通情勢調査

東名高速道路
49,078

国道246号
5,548

国道1号
3,363

熱海函南線
1,032

国道135号
1,060

〈大型車日交通量〉

地図出典：国土交通省 国土地理院

〈県境幹線道路の構成比〉

25km未満 25～50km未満 50～100km未満 100km以上

出典：ETC2.0データ（2023年10月平日平均）13



路線（鉄道）名 区間

通行止め期間

① 東名高速道路 東京IC～厚木IC(上下)

② 東名高速道路

厚木IC～清水JCT（上り）

厚木IC～沼津IC（下り）

沼津IC～清水JCT（下り）

③ 新東名高速道路 海老名南JCT～厚木南IC(上下)

④ 新東名高速道路 厚木南IC～新秦野IC(上下)

⑤ 新東名高速道路

新御殿場IC～御殿場JCT(上り)

御殿場JCT～新清水JCT(上り)

新御殿場IC～長泉沼津IC(下り)

長泉沼津IC～新清水JCT(下り)

⑥ 小田原厚木道路 厚木西IC～小田原西IC

⑦ 小田原厚木道路 厚木IC～厚木西IC

⑧ 西湘バイパス 大磯東IC～箱根口IC・石橋IC

⑨ 新湘南バイパス 藤沢IC～茅ヶ崎海岸IC

⑩ 圏央道 茅ヶ崎JCT～寒川北IC

⑪ 圏央道 寒川北IC～相模原愛川IC

⑫ 圏央道 相模原愛川IC～あきる野IC

⑬ 中央自動車道 八王子IC～甲府昭和IC

⑭ 中央自動車道 大月JCT～河口湖IC

⑮ 東富士五湖道路 河口湖IC～須走IC

⑯ 中部横断自動車道 双葉JCT～増穂IC

⑰ 中部横断自動車道 増穂IC～六郷IC

⑱ 中部横断自動車道 新清水JCT～富沢IC

⑲ 国道1号 箱根口IC～市山新田交差点

⑳ 国道246号 籠場IC～富沢南交差点

㉑ 国道138号 道の駅すばしり～山中湖村平野

㉒ 国道138号BP ぐみ沢IC～須走IC

㉓ 国道139号 富士宮市根原～外神交差点

㉔ 国道139号 外神交差点～鳴沢村鳴沢

㉕ 国道139号 富士吉田市下吉田～大月市大月

㉖ 国道52号 新清水IC交差点～身延町波木井

㉗ 国道52号 身延町波木井～富士川町青柳町

㉘ 中部横断自動車道 富沢IC～六郷IC

㉙ 国道20号 上野原市上野原～甲州市勝沼町勝沼

㉚ 国道20号 八王子市南浅川～相模原市緑区千木良

２．（１） ． ２ 全国的な幹線道路ネットワーク（東西軸）の状況

 令和６年２月５日から６日にかけて関東甲信地方で発達した南岸低気圧の影響により広範囲で大雪が観測され、静岡・神奈
川両県においても、新東名・東名をはじめとした高速道路や国道1号等の直轄国道で通行止めが発生

 一方、相模湾沿いにある県道熱海函南線や国道１３５号の周辺では降雪が少なく、通行止めには至らなかった
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■2/5(月)18:00～2/6(火)00:00 間の通行規制状況
12時 0時 12時

2/5 2/6

※NEXCO中日本高速道路及び国管理道路のみ記載

18時

⑧

⑲ NEXCO管理
直轄国道

凡例

通行止

㉘

⑬
㉙ ㉚

52

139

20

1

246

16

138

20

139

1

246

㉑

138

参考：過去３０年間での最深積雪値

20cm以上
10cm以上～20cm未満

出典：国土数値情報（年最深積雪データ）
（国土交通省）を加工して作成

※気象庁から公開された過去30年間のメッシュデータを使用
※積雪の年最大値を使用して作成 14

県道熱海函南線
通行可能

135



２．（１） ． ２ 全国的な幹線道路ネットワーク（東西軸）の状況

 富士山噴火が発生した場合、東名・新東名では溶岩流や50ｃｍを超える降灰により、長期の通行止めが懸念される一方、
富士山から離れている伊豆湘南道路は、東名・新東名より影響が小さいと想定され、通行機能の早期回復が期待される

30cm

246

138

135

271

1

1

出典：富士山ハザードマップ（令和3年3月改定）

噴火する可能性
2時間以内
3時間以内
6時間以内
12時間以内
24時間以内
7日以内
最大到達可能性

溶岩流が到達する
可能性のある範囲 高速道路

一般国道
主要地方道
一般県道
その他道路

道路種別

伊豆湘南道路

出典：富士山火山避難基本計画（資料編）
（令和５年３月、富士山火山防災対策協議会）より抜粋

50cm

10cm

2cm

■溶岩流・降灰リスク 50ｃｍ
30ｃｍ
10ｃｍ
2ｃｍ

降灰の可能性

15



第２回委員会以降での広域道路ネットワーク
（高規格道路）を取り巻く事象・変化

２．（１） ． ３ 高規格道路を取り巻く社会情勢（概要）

日付 事象・変化等

R5.7.28 閣議決定「第三次国土形成計画（全国計画）」

R5.10.31
社会資本整備審議会 国土幹線道路部会
「高規格道路ネットワークのあり方中間とりまとめ」

〃
国土交通省道路局
「WISENET(ﾜｲｽﾞﾈｯﾄ) 2050・政策集」

R6.1.1 能登半島地震

R6.3.5
第63回 国土幹線道路部会
（能登半島地震による被災及び復旧状況）

R6.5.16
第64回 国土幹線道路部会
（能登半島地震を踏まえた緊急提言の骨子）

Ｒ6.6頃 （仮称）能登半島地震を踏まえた緊急提言

16



１. 第２回委員会での意見と対応状況

２. ルート帯の絞り込み（複数案の設定）に向けた今後の課題

３． 今後の検討の進め方（案）

（１） 広域道路ネットワークにおける位置づけの整理

（２） 技術的な課題等への対応

目次

17



２．（２）地形・地質による技術的な困難性
 1934年（昭和９年）に開通した東海道本線は、箱根山の下を通過するルート案も検討されていたが、芦ノ湖の下に長大トンネル
を施工するのは困難と判断し、箱根山の南側に迂回させるルートとなった

 しかしながら、箱根山の南部には地質条件が悪い丹那盆地が位置しており、 丹那トンネルの施工時には大規模な湧水等も発
生し、多数の水抜き坑やセメント注入等の対策が必要となったことから、着工から開通までに16年の時間を要した

 1964年（昭和３９年）に開通した東海道新幹線は、丹那トンネル工事記録の再評価や進歩したトンネル技術等により、着工から
５年で開通したものの、丹那盆地周辺には依然として配慮すべき地質リスクが存在するため、今後、技術的な課題等について
検討を進めていく

沼津駅 丹那盆地

東海道本線芦ノ湖
箱根山の下を
通過するルート案

熱海駅

国府津駅

御殿場線

©地理院地図

御殿場駅

丹那トンネルの湧水状況
出典）鉄道80年のあゆみ 1872-1952、

運輸調査局(編)、日本国有鉄道

丹那トンネルの水抜き坑
出典）技術と水 戦いの100年丹那由来

「水抜き」鉄則、静岡新聞

（m） 18



１. 第２回委員会での意見と対応状況

２. ルート帯の絞り込み（複数案の設定）に向けた今後の課題

３． 今後の検討の進め方（案）

（１） 広域道路ネットワークにおける位置づけの整理

（２） 技術的な課題等への対応

目次

19



３. 今後の検討の進め方（案）

■ルート帯の絞り込み（複数案の設定）に向けた今後の課題に対する進め方について

今後の課題 進め方（案）

広域道路ネットワークに
おける位置づけの整理

 今回、広域道路ネットワークの観点から見た
当該地域の現況を確認

 次回以降、広域道路ネットワークの観点から
見た地域の課題について、複数の切り口から
整理

 政策目標の妥当性についても今後検討

技術的な課題等への対応

 ルート帯の絞り込み（複数案の設定）までに
調査・整理

配慮すべき事項の把握

20



※ 課題等に対応する多くの検討項目について、適切に整理検討していく。
審議状況等により、委員会は追加開催する場合がある。

３. 今後の検討の進め方（案）

■委員会の進め方について

21



神奈川と静岡の県境をまたぐ道路
（伊豆湘南道路）に関する委員会

別冊資料



高規格道路を取り巻く社会情勢

2

今後、概ね10年間の長期計画となる国土形成計画には、「広域的な機能の分散と連結強化」、「持続可能な生活圏
の再構築」により、「シームレスな拠点連結型国土」の構築を目指す考え方が示されている

社会資本整備審議会 道路分科会 令和５年度 第１回中部地方小委員会資料

第三次 国土形成計画 （令和５年７月・閣議決定）



「高規格道路ネットワークのあり方 中間とりまとめ」 令和５年１０月 国土幹線道路部会

高規格道路

＜役割＞

≪４つの重点課題≫
『経済再興』『国土安全保障』
『物流危機対策』『低炭素化』

≪基本方針≫
４つの課題を掲げ、

「2050年、世界一、賢く・
安全で・持続可能な基盤ネッ
トワークシステム（通称：
WISENET）※」を実現して
いくための基本方針を示す
※2050年、世界一、賢く・安全で・持続可能な基盤
ネットワークシステム（通称：WISENET）
World-class Infrastructure with 3S(Smart, Safe, 

Sustainable) Empowered NETwork

 高規格道路の機能要件と
目指すべきｻｰﾋﾞｽﾚﾍﾞﾙ

⇒ネットワークの階層機能
を踏まえ、都市構造を考
慮して一定のサービス速
度を求めるべきであり、
常時発揮されていること
を目標とする

 シームレスネットワーク

の構築
⇒「シームレスネットワー

ク」の構築に当たっては、
階層型ネットワークに応
じた移動のしやすさや強
靱性など、求められる
サービスレベルの達成を
目指す

 DX・GXの推進と技術創

造による進化

高規格道路を取り巻く社会情勢

3

高規格道路



4

「WISENET2050・政策集」 令和５年10月 国土交通省道路局

国土交通省道路局が『高規格道路ネットワークのあり方 中間とりまとめ』 で掲げた、「2050年、世界一、賢く・安全で・持続可能
な基盤ネットワークシステム」の実現に向けて、今後取り組む具体的な政策をとりまとめた「WISENET2050・政策集」を作成

高規格道路を取り巻く社会情勢



5

能登半島地震における通行状況
（令和６年３月・ 国土幹線道路部会）

能越道・のと里山海道の被災状況
（令和６年３月・ 国土幹線道路部会）

能越道（能登里山空港IC～穴水IC） のと里山海道（穴水IC～別所岳SA）

今後の進め方（案）
（令和６年５月・ 国土幹線道路部会）

高規格道路を取り巻く社会情勢


